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　去年きょねんの寒さむい冬ふゆのころから、今年ことしの春はるにかけて、たった一ぴきしか金魚きんぎょが生いき残のこっていませんでした。その金魚きんぎょは友ともだちもなく、親おやや、兄弟きょうだいというものもなく、まったくの独ひとりぼっちで、さびしそうに水盤すいばんの中なかを泳およぎまわっていました。

「兄にいさん、この金魚きんぎょは、ほんとうに強つよい金魚きんぎょですこと。たった一つになっても、元気げんきよく遊あそんでいますのね。」と、妹いもうとがいいました。

「ああ、金魚屋きんぎょやがきたら、五、六ぴき買かって、入いれてやろうね。」と、兄あには答こたえました。

　ある日ひのこと、あちらの横道よこみちを、金魚売きんぎょうりの通とおる呼よび声ごえが聞きこえました。

「兄にいさん、金魚売きんぎょうりですよ。」と、妹いもうとは耳みみを立たてながらいいました。

「金魚きんぎょやい──金魚きんぎょやい──。」

「早はやくいって、呼よんでおいでよ。」と、兄あにはいいました。

　妹いもうとは、急いそいで馳かけてゆきました。やがて金魚屋きんぎょやがおけをかついでやってきました。そのとき、お母かあさんも、いちばん末すえの弟おとうとも、戸口とぐちまで出でて金魚きんぎょを見みました。そして、小ちいさな金魚きんぎょを五ひき買かいました。

　水盤すいばんの中なかに、五ひきの金魚きんぎょを入いれてやりますと、去年きょねんからいた金魚きんぎょは、にわかににぎやかになったのでたいへんに喜よろこんだように見みえました。しかし、自分じぶんがその中なかでいちばん大おおきなものですから、王おうさまのごとく先頭せんとうに立たって水みずの中なかを泳およいでいました。後あとから、その子供こどものように、小ちいさな五ひきの金魚きんぎょが泳およいでいたのです。これがため水盤すいばんの中なかまでが明あかるくなったのであります。

「兄にいさん、ほんとうに楽たのしそうなのね。」と、妹いもうとは、水盤すいばんの中なかをのぞいていいました。

「今度こんど、金魚屋きんぎょやがきたら、もっと大おおきいのを買かって入いれよう。」と、兄あにはちょうど、金魚きんぎょの背中せなかが日ひの光ひかりに輝かがやいているのを見みながらいいました。

「けんかをしないでしょうか？」と、妹いもうとは、そのことを気遣きづかったのであります。しかし、兄あには、もっと美うつくしい金魚きんぎょを買かって入いれるということより、ほかのことは考かんがえていませんでした。

「金魚きんぎょやい──金魚きんぎょやい──。」

　二度どめに、金魚屋きんぎょやがやってきたときに、兄あには、お母かあさんから三びきの大おおきい金魚きんぎょを買かってもらいました。それらは、いままでいた大おおきな金魚きんぎょよりも、みんな大おおきかったのです。かえって、水盤すいばんの中なかはそうぞうしくなりました。けれど、去年きょねんからいた一ぴきの金魚きんぎょは、この家うちは、やはり自分じぶんの家うちだというふうに、悠々ゆうゆうとして水みずの面おもてを泳およいでいました。五ひきの小ちいさな金魚きんぎょは、おそれたのであるか、すみの方ほうに寄よってじっとしていました。三びきの新あたらしく仲間なかま入いりをした金魚きんぎょのうち二ひきは、ちょいとようすが変かわったので驚おどろいたというふうで、ぼんやりとしていましたが、その中うち一ぴきは生うまれつきの乱暴者らんぼうものとみえて、遠慮えんりょもなく水みずの中なかを走はしりまわっていました。

　三びきの金魚きんぎょの入はいってきたのをあまり気きにも止とめないようすで、前まえからいた一ぴきの金魚きんぎょは、長ながい間あいだすみ慣なれた水盤すいばんの中なかを、さも自分じぶんの家うちでも歩あるくように泳およいでいますと、ふいに不遠慮ぶえんりょな一ぴきが横合よこあいから、その金魚きんぎょをつつきました。

「あんまり威張いばるものでない。だれの家うちと、きまったわけではないだろう。そんなにすまさなくてもいいはずだ。」と、ののしるごとく思おもわれました。

　前まえからいた金魚きんぎょは、相手あいてにならないで、やはりすましたふうで泳およいでいますと、乱暴者らんぼうものは、ますます意地悪いじわるくその後あとを追おいかけたのです。こんな有あり様さまでありましたから、いつしか五ひきの小ちいさな金魚きんぎょは夜よるのうちに、みんな乱暴者らんぼうもののために殺ころされてしまいました。一月ひとつきばかり後あとまで、生いき残のこっていたのは、前まえからいる金魚きんぎょと乱暴者らんぼうものと、もう一ぴきの金魚きんぎょと、わずかに三びきでありました。

「兄にいさん、金魚きんぎょは弱よわいものね。今度こんど死しんでしまったら、もう飼かうことはよしましょうね。」と、妹いもうとはいいました。

「ああ、金魚きんぎょよりこいのほうが強つよいかもしれないよ。」と、兄あには答こたえました。

「兄にいさん、こいを買かっておくれ、毎晩まいばん、夜店よみせに売うっているから。」と、末すえの弟おとうとがいいました。

　その日ひのことであります。暮くれ方がた、妹いもうとは、末すえの弟おとうとをつれて夜店よみせを見みにいって、帰かえりに三寸ずんばかりの強つよそうな赤あかと黒くろと斑ぶちのこいを二ひき買かってきました。そして、それを水盤すいばんの中なかに放はなったのです。

　月つきの照てらす下したで、水面すいめんにさざなみをたてて、こいの跳おどる音おとを聞ききました。それから四、五日にちもたつと、三びきの金魚きんぎょは、みんなこいのために、つつかれて殺ころされてしまいました。後あとには、二ひきのこいだけが元気げんきよく泳およぎまわっていました。

「とうとう、こいが天下てんかを取とってしまった。」と、兄あにはいいました。

「ほんとうに憎にくいこいですこと。」と、妹いもうとはいいました。

　一日にち、兄あには留守るすでした。妹いもうとは憎にくらしいこいだからといって、毎日まいにち換かえてやる水みずを怠おこたりました。たった、一日にちでしたけれど、あつい日ひであったもので、水みずが煮にえて、さすがに威張いばっていたこいも死しんでしまいました。そのときからすでに幾日いくちにもたちました。いまだに水盤すいばんの中なかはだれの天下てんかでもなく、まったく空からになっています。
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※表題は底本では、「水盤すいばんの王おうさま」となっています。

※初出時の表題は「水盤の王様」です。
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